
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　復調器（１４０）であって：
　パイロット相関信号（２０２）およびデータ相関信号（２０４）を判定するレーキ分岐
相関器（１５０）；
　前記レーキ分岐相関器（１５０）に結合され、前記パイロット相関信号（２０２）から

ＲＳＳＩ 値信号を判定する受信信号強度インジケータ（Ｒ
ＳＳＩ）経路（１６３）；
　前記レーキ分岐相関器（１５０）に結合され、前記パイロット相関信号（２０２）およ
び前記データ相関信号（２０４）から主データ信号を判定する主データ経路（１６５）；
および
　前記レーキ分岐相関（１５０）に結合され、前記パイロット相関信号（２０２）および
前記データ相関信号（２０４）から電力制御データ信号を判定する電力制御データ経路（
１６１）；
　によって構成され

ことを特徴とする復調器（１４０）。
【請求項２】
　前記ＲＳＳＩ経路（１６３）は：
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受信信号強度インジケータ（ ）

、前記ＲＳＳＩ経路（１６３）及び前記電力制御データ経路（１６１
）は、ダイナミック係数スケーリングを有し、かつ前記ＲＳＳＩ経路（１６３）及び前記
電力制御データ経路（１６１）によってタイム・シェアリングされる無限インパルス応答
（ＩＩＲ）フィルタ（２５０）を含む



　所定数のシンボル期間で前記パイロット相関信号（２０２）を加算して、実数成分およ
び虚数成分を有する平均パイロット相関信号を判定するアキュムレータ（２２０）；
　前記アキュムレータ（２２０）に結合され、前記平均パイロット相関信号の実数成分お
よび虚数成分を二乗・加算して、エネルギ推定信号を判定する二乗ブロック（２３０）；
および
　前記二乗ブロック（２３０）に結合され、第１係数セットを利用して前記エネルギ推定
信号を濾波して、ＲＳＳＩ値信号を判定するダイナミック係数スケーリング機能を有する

フィルタ（２５０）；
　によって構成されることを特徴とする請求項１記載の復調器。
【請求項３】
　前記主データ経路（１６５）は：
　前記パイロット相関信号を濾波して、第１濾波パイロット相関信号を判定するチャネル
推定フィルタ（２４０）；
　前記チャネル推定フィルタ（２４０）に結合され、前記第１濾波パイロット相関信号の
複素共役を判定する複素共役発生器（２７０）；および
　前記複素共役発生器（２７０）および前記レーキ分岐相関器（１５０）に結合され、前
記第１濾波パイロット相関信号の複素共役に前記データ相関信号（２０４）を乗ずる複素
乗算器（２８０）；
　によって構成されることを特徴とする請求項２記載の復調器（１４０）。
【請求項４】
　前記レーキ分岐相関器（１５０）と前記複素乗算器（２８０）との間で結合され、前記
データ相関信号（２０４）を所定第１期間だけ遅らせる第１遅延素子（２１０）；
　をさらに含んで構成されることを特徴とする請求項３記載の復調器（１４０）。
【請求項５】
　前記所定の第１期間は、前記チャネル推定フィルタ（２４０）によって生じる遅延に相
当することを特徴とする請求項４記載の復調器（１４０）。
【請求項６】
　前記電力制御データ経路（１６１）は：
　第２係数セットを利用して前記パイロット相関信号（２０２）を濾波して、第２濾波パ
イロット相関信号を判定する、前記ダイナミック係数スケーリング機能を有するＩＩＲフ
ィルタ（２５０）；
　前記ダイナミック係数スケーリング機能を有するＩＩＲフィルタ（２５０）に結合され
、前記第２濾波パイロット相関信号の複素共役を判定する前記複素共役発生器（２７０）
；および
　前記複素共役発生器（２７０）および前記レーキ分岐相関器（１５０）に結合され、前
記第２濾波パイロット相関信号の複素共役に前記データ相関信号（２０４）を乗ずる前記
複素乗算器（２８０）；
　によって構成されることを特徴とする請求項３記載の復調器（１４０）。
【請求項７】
　前記レーキ分岐相関器（１５０）と前記複素乗算器（２８０）との間に結合され、前記
データ相関信号を所定の第２期間だけ遅らせる第２遅延素子（２１５）；をさらに含んで
構成されることを特徴とする請求項６記載の復調器（１４０）。
【請求項８】
　前記所定の第２期間は、前記ダイナミック係数スケーリングを有するＩＩＲフィルタに
よって生じる遅延に相当することを特徴とする請求項７記載の復調器（１４０）。
【請求項９】
　前記複素乗算器（２８０）に結合され、前記複素乗算器（２８０）の出力の実数成分を
抽出して、主データ信号および電力制御データ信号を判定する実数成分抽出器（２９０）
；
　によって構成されることを特徴とする請求項６記載の復調器（１４０）。
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【請求項１０】
　通信チャネル上で送信された受信スペクトル拡散信号を復調する方法であって：
　前記受信スペクトル拡散信号からパイロット相関信号（２０２）およびデータ相関信号
（２０４）を判定する段階；
　チャネル推定フィルタ（２４０）を用いて前記パイロット相関信号（２０２）を濾波し
て、第１濾波パイロット相関信号を生成する段階；
　ダイナミック係数スケーリング機能を有するフィルタ（２５０）をタイム・シェアリン
グし、第１セットのフィルタ係数を用いて前記パイロット相関信号（２０２）から受信信
号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）値を判定し、かつ第２セットのフィルタ係数を用いて前
記パイロット相関信号（２０２）から第２濾波パイロット相関信号を判定する段階；
　前記第１濾波パイロット相関信号および前記データ相関信号から主データ信号をコヒー
レント検出する段階；および
　前記第２濾波パイロット相関信号および前記データ相関信号から電力制御データ信号を
コヒーレント検出する段階；
　によって構成されることを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、一般に、スペクトル拡散無線通信に関し、さらに詳しくは、直接シーケンス符
号分割多元接続（ＤＳ－ＣＤＭＡ）通信システムにおける電力制御チャネル推定に関する
。
【０００２】
【従来の技術】
一般に直接シーケンス符号分割多元接続（ＤＳ－ＣＤＭＡ）システムとして知られる、直
接シーケンス・スペクトル拡散方式を採用する一つの種類のセルラ無線電話システムは、
米国電気通信工業界（ＴＩＡ： Telecommunications Industry Association ）によって採
用されたＩＳ－９５規格によって統制される。同様なスペクトル拡散システムであるデジ
タル通信システム（ＤＣＳ）１９００は、１９００ＭＨｚで動作する。これらのスペクト
ル拡散通信システムなどでは、個別の信号はワイドバンド疑似雑音符号を利用して拡散さ
れてから、広帯域無線周波数（ＲＦ）バンド上で送信される。スペクトル拡散受信機は、
信号を拡散するために用いられた同じ符号を利用して受信ワイドバンド信号を逆拡散 (des
pread)することによって、目的の信号を得る。
【０００３】
多くのスペクトル拡散通信システムでは、基地局から加入者ユニットへのダウンリンク送
信は、パイロット・チャネルとさまざまなトラヒック・チャネルとを含む。すべての加入
者ユニットはパイロット・チャネルを復号し、そのためすべての加入者ユニットはパイロ
ット・チャネルの拡散符号を把握している。しかし、各トラヒック・チャネルは、一つの
加入者ユニットによってのみ復号されることを意図する。従って、基地局は、一度に一つ
の加入者ユニットによってのみ用いられる個別の拡散符号で、各トラヒック・チャネルを
符号化する。
【０００４】
あるＣＤＭＡシステムでは、トラヒック・チャネル・ダウンリンク信号は、基地局がその
カバー・エリア内の加入者ユニットの送信電力を個別に制御することを可能にする電力制
御インジケータをデータ・ストリーム内に含む。電力制御インジケータを抽出した後、加
入者ユニットは自局の送信電力を調整することによって電力制御コマンドに応答する。こ
の電力制御方法は、フェージングまたはブロッキングなどの変化するチャネル状態に対応
し、しかもスペクトル効率を維持し、かつシステム内の干渉を最小限に抑える。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
効果的かつ効率的な電力制御は、システム性能にとって重要である。実際、ＩＳ－９５規
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格のセクション６．１．２．４．２では、加入者ユニットが電力制御インジケータを受信
してから５００マイクロ秒以内に電力制御コマンドに応答することを必要としている。従
って、処理条件を大幅に増加せずに、トラヒック・チャネル・ダウンリンク信号に含まれ
るスペクトル拡散電力制御インジケータの高速かつ正確な検出が必要になる。
【０００６】
【実施例】
主データ経路と、電力制御データ経路と、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ : receiv
ed signal strength indicator）経路との間で復調器ハードウェアをタイムシェアリング
することにより、スペクトル拡散加入者ユニット受信機の電力制御データ経路全体は、ゲ
ート数をあまり増加させずに構築できる。主データ経路および電力制御データ経路は、複
素共役発生器 (complex conjugate generator) ，複素乗算器 (complex multiplier)および
実数成分抽出器 (real component extractor)をタイムシェアリングする。ただし、タイミ
ング条件のため、主データ経路のチャネル推定フィルタは電力制御データ経路とタイムシ
ェアリングできない。その代わり、ＲＳＳＩ経路における無限インパルス応答（ＩＩＲ：
infinite-duration impulse response) フィルタにダイナミック係数スケーリング (dynam
ic coefficient scaling) が追加され、そのためダイナミック係数スケーリングを有する
ＩＩＲフィルタはＲＳＳＩ経路と電力制御データ経路との間でタイムシェアリングできる
。
【０００７】
図１は、無線電話加入者ユニット１０１を含むＤＳ－ＣＤＭＡ通信システム１００のブロ
ック図である。加入者ユニット１０１は、音声信号を受けるマイクロフォン１２５を有す
る。加入者ユニット１０１は、送信機１２０を利用して通信チャネル上でスペクトル拡散
送信するため音声信号を処理する。送信信号は、デュプレクサ１１３を介してアンテナ１
０５に達する。スペクトル拡散基地局トランシーバ１９０などの補足的な通信装置は、ア
ンテナ１９５を利用して、通信チャネル上で加入者ユニット１０１から信号を受信する。
また、トランシーバ１９０は、トラヒック・チャネル信号およびパイロット・チャネル信
号を加入者ユニット１０１に送信し、これらの信号は通信チャネル上でアンテナ１０５に
よって受信される。
【０００８】
受信信号は、デュプレクサ１１３を介して受信機１３０に達する。受信機１３０は、ＲＦ
フロント・エンド１１５，アナログ／デジタル（Ａ／Ｄ）コンバータ１１６，復調器１４
０，デコーダ１７０，デジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）コンバータ１８０および音声増幅器
１８５を含む。復調器は、好ましくは３つのフィンガ (finger)１５２，１５４，１５６を
具備するレーキ分岐相関器 (rake branch correlator)１５０を有する。レーキ分岐相関器
１５０の３つのフィンガのそれぞれからのパイロット相関信号およびデータ相関信号は、
ＲＳＳＩ経路１６３と、電力制御データ経路１６１と、シンボル・レート・プロセッサ１
６０の主データ経路１６５とに送出される。ＲＳＳＩ経路１６３の出力は、マイクロプロ
セッサ１１７に接続される。マイクロプロセッサ１１７は、加入者ユニット１０１全体で
データ・ライン，アドレス・ライン，割り込みラインおよび制御ラインを処理する。マイ
クロプロセッサ１１７は、加入者ユニットの他の要素に接続されるが、これらの接続は図
面をあまり複雑にしないように図示されていない。
【０００９】
主データ経路１６５の出力からの主データ信号は、デコーダ１７０に接続される。復号さ
れたシンボルは、受信信号をスピーカ１３５上で音声再生するため、Ｄ／Ａコンバータ１
８０および音声増幅器１８５に送出される。 Fuyun Lingらにより１９９６年３月２９日に
出願された米国特許出願第０８／６２４，３２９号で説明しているように、通信チャネル
の位相および利得を推定するため、主データ経路１６５において低域通過フィルタを利用
することにより、ほぼ最適なＤＳ－ＣＤＭＡダウンリンク受信機性能が達成できる。ただ
し、このほぼ最適な性能を達成することの結果、１～２ミリ秒程度の復調遅延が生じる。
【００１０】
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このようなわずかな遅延はスピーチ通信では許容可能であるが、基地局からトラヒック・
チャネル・ダウンリンクにおいて送信され、かつ加入者ユニットにて受信される電力制御
インジケータの検出および復調には望ましくない。例えば、ＩＳ－９５規格では、電力制
御インジケータの受信から５００マイクロ秒以内に加入者ユニット出力電力を最終値の０
．３ｄＢ以内で加入者ユニットによって確立することを規定している。電力制御インジケ
ータ検出のために必要な時間を最小限に抑えるため、電力制御インジケータは符号化され
ず、また電力制御データ経路１６１の出力からの電力制御データ信号はデジタル信号プロ
セッサ（ＤＳＰ）１１９に直接送られる。従って、電力制御インジケータおよび主データ
・トラヒック・チャネル信号は、個別の復調経路を有する。ただし、特定の用途では、マ
イクロプロセッサ１１７は、ＤＳＰ１１９の代わりに、復元された電力制御データ信号を
受信できる。
【００１１】
図２は、図１に示す復調器１４０のブロック図である。トラヒック・チャネル性能を犠牲
にせずに電力制御インジケータの検出の遅延を低減するため、復調器１４０のシンボル・
レート・プロセッサ１６０は、電力制御インジケータおよび主データ・トラヒック・チャ
ネル信号を個別に復調する。つまり、シンボル・レート・プロセッサ１６０は、ほとんど
あるいはまったく復調遅延のないトラヒック・チャネルに含まれる電力制御インジケータ
の復調のために電力制御データ経路１６１を採用し、また主データ信号のほぼ最適な復調
のために適切な、より長い遅延を有する主データ経路１６５を採用する。
【００１２】
機能的には、主データ経路および電力制御データ経路は同じであるが、チャネル推定フィ
ルタの構築の点のみが異なる。これらのフィルタは、データをコヒーレント復調するため
に必要な、通信チャネル利得および位相の推定を行うために用いられる。具体的には、主
データ経路１６５は、復元されたデータ・ストリームにおける遅延を犠牲にして性能を最
適化する通信チャネル推定フィルタ２４０を利用する。例えば、６１タップの有限インパ
ルス応答（ＦＩＲ）フィルタは、１．５ミリ秒の遅延でほぼ最適な性能を発揮する。この
ＦＩＲフィルタは、同等なＩＩＲフィルタと置換でき、４次ＩＩＲフィルタはほぼ同じ遅
延で同様な性能を発揮する。これとは対照的に、電力制御データ経路における通信チャネ
ル推定は、ＩＳ－９５規格に基づいて５００マイクロ秒以下の遅延を有し、単極ＩＩＲフ
ィルタでより高速なチャネル推定フィルタが構築される。ＩＩＲフィルタからのデータ・
ストリームは、ほんのわずかな遅延しかない。
【００１３】
動作時に、レーキ分岐相関器１５０は、ライン２０２上でパイロット相関信号と、ライン
２０４上でデータ相関信号とを生成する。パイロット相関信号は、ＲＳＳＩ経路１６３，
電力制御データ経路１６１および主データ経路１６５に接続される。主データ経路１６５
では、チャネル推定フィルタ２４０は通信チャネル位相および利得の複素表現を推定する
。複素共役発生器２７０、チャネル推定フィルタ２４０の出力の複素共役をとる。複素乗
算器２８０は、遅延素子２１０を利用して所定の量の時間だけ遅延されるように、スイッ
チ２０５によって選択されたライン２０４からのデータ相関信号で、この複素共役を乗算
する。
【００１４】
主データ経路１６５および電力制御データ経路１６１はほぼ同じなので、これら２つのデ
ータ経路はハードウェアを最小限に抑えるためタイム・シェアリングを採用する。例えば
、複素共役発生器２７０，複素乗算器２８０および実数成分抽出器２９０は、電力制御デ
ータ経路１６１と主データ経路１６５との間でタイム・シェアリングされる。ただし、主
データ経路および電力制御データ経路のチャネル推定フィルタは、共通の回路を共有しな
い。その代わり、ＲＳＳＩ経路１６３における単極ＩＩＲフィルタ２５０は、電力制御デ
ータ経路１６１とタイム・シェアリングできるように、ダイナミック係数スケーリングを
含む。
【００１５】
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電力制御データ経路１６１では、ライン２０２上のパイロット相関信号は、ダイナミック
係数スケーリングを有するＩＩＲフィルタ２５０に送られる。チャネル推定フィルタ２４
０と同様に、この単極ＩＩＲフィルタも通信チャネル位相および利得の複素表現を推定す
る。ＩＩＲフィルタ２５０はチャネル推定フィルタ２４０のように最適ではないが、遅延
の少ない結果を生成する。複素共役発生器２７０は、ダイナミック係数スケーリングを有
するＩＩＲフィルタ２５０の出力の複素共役をとり、この複素共役を複素乗算器２８０に
接続する。スイッチ２０５は、遅延素子２１５を介してライン２０４上のデータ相関信号
を選択する。遅延素子２１５における遅延値は、ダイナミック係数スケーリングを有する
ＩＩＲフィルタ２５０によって生じるわずかな遅延に相当する。実数成分抽出器２９０は
、複素乗算器２８０の出力の実数成分を取り、電力制御データ信号を生成する。
【００１６】
スイッチ２０５は、ライン２０４からのデータ相関信号を遅延素子２１０または遅延素子
２１５のいずれかに与える。復調器制御ユニット１５５は、スイッチ２０５の動作を含め
、復調器ユニット１４０内のすべてのタイム・シェアリングを制御する。主データ信号を
処理することを復調器制御ユニット１５５が指示すると、スイッチ２０５はデータ相関信
号を遅延素子２１０に与え、電力制御データ信号を処理することを復調器制御ユニット１
５５が指示すると、スイッチ２０５はデータ相関信号を遅延素子２１５に与える。両方の
遅延素子２１０，２１５は、ＦＩＦＯ (first-in-first-out)バッファとして構築される。
遅延素子２１５の遅延は、ＩＳ－９５規格に準拠するため、好ましくは５００マイクロ秒
以下である。復調された電力制御データおよび復調された主データは異なる遅延値を有す
るが、これらの遅延値は固定であり、既知である。従って、復調された信号の性質につい
て混乱はない。
【００１７】
電力制御データを個別に復調するこの方法は、ＤＳ－ＣＤＭＡシステムに対して、電力制
御ビットは符号化されておらず、かつ符号化されていない信号の誤り率曲線は目的の信号
対雑音比範囲において一般にかなり平坦であるので可能となる。その結果、ダイナミック
係数スケーリングを有するＩＩＲフィルタ２５０は、電力制御インジケータを復調・検出
するために、ほとんどあるいはまったく遅延なしに通信チャネル位相および利得を推定す
る。このようなゼロ遅延または短遅延チャネル推定器を利用して生成される電力制御イン
ジケータの誤り率は、十分な遅延を有するほぼ最適なチャネル推定器を利用して生成され
る誤り率に比べてわずかだけ劣る。そのため、電力制御データ経路においてゼロ遅延また
は短遅延チャネル推定器を利用することにより、システム性能が目立って劣化することは
ない。
【００１８】
ＲＳＳＩ経路１６３は、特定の数のシンボル期間においてパイロット相関信号を加算して
、平均パイロット相関信号を生成するアキュムレータ２２０を有する。好ましくは、パイ
ロット相関信号は８つの連続したシンボル期間で累算されるが、少ない２シンボル期間を
累算することによってさらに高速なＲＳＳＩ演算を達成でき、またより多くのシンボル期
間で累算することによってさらに正確なＲＳＳＩ演算を達成できる。二乗ブロック２３０
は、アキュムレータ２２０からの平均パイロット相関信号の実数成分および虚数成分を二
乗・加算して、エネルギ推定信号を得る。次に、単位利得 (unity gain)を有する単極ＩＩ
Ｒフィルタは、二乗ブロック２３０からのエネルギ推定信号を濾波する。ＩＩＲフィルタ
の出力であるＲＳＳＩ値信号は、信号強度の更新をマイクロプロセッサ１１７（図１に図
示）に与える。　ＲＳＳＩ経路１６３の処理のためにＩＩＲフィルタによって用いられる
係数セットと、電力制御データ経路においてチャネル推定のためにＩＩＲフィルタによっ
て用いられる係数セットには共通性がなく、これら２つのフィルタは根本的に異なる帯域
幅を必要とする。従って、ＩＩＲフィルタ２５０は、ＲＳＳＩ経路１６３と電力制御デー
タ経路１６１との間で単極ＩＩＲフィルタのタイム・シェアリングを可能にするためダイ
ナミック係数スケーリングを含む。
【００１９】
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図３は、図２に示すダイナミック係数スケーリングを有するＩＩＲフィルタ２５０の第１
実施例のブロック図である。図示のフィルタは、単極単位利得ＩＩＲフィルタである。ダ
イナミック係数スケーリングは、多極およびゼロを有するフィルタを含め他のＩＩＲフィ
ルタ構成にも適用できる。ダイナミック係数スケーリング方法を利用することにより、Ｒ
ＳＳＩ経路１６３におけるＩＩＲフィルタは、電力制御データ経路１６１（図２に図示）
におけるチャネル推定フィルタとしても利用できる。ダイナミック係数スケーリングを有
するＩＩＲフィルタは、異なる帯域幅を有する任意のＩＩＲフィルタ・セットに拡張でき
る。
【００２０】
一般に、フィルタ係数セットは次式によって表すことができる。
【００２１】
【数１】
　
　
　
　
　
ここで、ｃ［ｉ］の値は０または１のいずれかにプログラムできる。より小さい係数値を
生成する第２セットは次式によって表すことができる。
【００２２】
【数２】
　
　
　
　
　
変数の代入により、次式が成り立つことがわかる。
【００２３】
【数３】
　
　
　
　
　
上記のように、係数セットα 2  は、整数セットα 1  の単純にスケーリングされたものであ
る。従って、係数セットα 2  に対応する帯域幅は、係数セットα 1  を利用して構築される
フィルタをタイム・シェアリングすることによって実現できる。単極ＩＩＲフィルタにお
けるビット・シフトおよび加算ブロック (bit shift-and-add block) に対する入力は、係
数セットα 2  帯域幅が用いられるたびに、単純に２ - mでスケーリングされる。ｍの値は、
２つの係数セットに対応する帯域幅の差が増加するにつれて増加する。単一の値によるス
ケーリングは余分なハードウェアを必要としないので、電力制御データ経路フィルタは、
ビット・シフトおよび加算ブロックへの入力信号を時間多重化するために必要なゲートの
みをＲＳＳＩフィルタに追加することによって構築できる。
【００２４】
ＲＳＳＩ経路１６３および電力制御データ経路１６１（図２に図示）は、ダイナミック係
数スケーリングを有するＩＩＲフィルタ２５０をタイム・シェアリングするので、入力信
号はＲＳＳＩ経路１６３における二乗ブロック２３０の出力でも、あるいは電力制御デー
タ経路におけるライン２０２上のパイロット相関信号のいずれでもよい。係数選択ブロッ
ク３５０は、２ - mスケーラ３５２を利用して加算器３２０の出力をスケーリングする。マ
ルチプレクサ３５４は、ＲＳＳＩ選択信号３５６がオフまたはオンであるかに応じて、ス
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ケーリングされた信号またはスケーリングされていない信号を選択する。選択された信号
は、係数セットα 1  を有するビット・シフトおよび加算ブロック３５８に送られる。係数
選択ブロック３５０の出力は、加算器３６０に接続される。遅延ブロック３７０は、加算
器３６０の出力を遅延し、遅延された信号を加算器３６０に正帰還し、遅延された信号を
加算器３２０に負帰還する。遅延ブロック３７０の遅延は、電力制御データ経路１６１に
ついては１シンボル時間期間に等しく、ＲＳＳＩ経路１６３（図２に図示）については８
シンボル時間期間に等しい。これらの遅延、ならびにＲＳＳＩ選択信号３５６のタイミン
グは、復調器制御ユニット１５５（図１に図示）によって決定される。
【００２５】
図４は、図２に示すダイナミック係数スケーリングを有するＩＩＲフィルタ２５０の別の
実施例のブロック図である。このフィルタは、直接型構成の単極ＩＩＲフィルタである。
もちろん、他のＩＩＲフィルタ構成も利用でき、フィルタは多極またはゼロに拡張できる
。
【００２６】
ＲＳＳＩ経路１６３および電力制御データ経路１６１はＩＩＲフィルタ２５０をタイム・
シェアリングするので、ＩＩＲフィルタ２５０への入力信号は、ＲＳＳＩ経路１６３（図
２に図示）における二乗ブロック２３０の出力でも、電力制御データ経路１６１（図２に
図示）におけるライン２０２上のパイロット相関信号のいずれでもよい。ＩＩＲフィルタ
２５０において、遅延ブロック４７０は、ＲＳＳＩ経路１６３について８シンボル時間期
間だけ、また電力制御データ経路１６１については１シンボル時間期間だけ、加算器４２
０の出力を遅延する。係数選択ブロック４５０は、２ - mスケーラ４５２を利用して遅延ブ
ロック４７０の出力をスケーリングする。マルチプレクサ４５４は、ＲＳＳＩ選択信号４
５６がオフまたはオンであるかに応じて、スケーリングされた信号またはスケーリングさ
れていない信号を選択する。復調器制御ユニット１５５（図１に図示）は、遅延ブロック
４７０の遅延、ならびにＲＳＳＩ選択信号４５６のタイミングを制御する。選択された信
号は、係数セットα 1  を有するビット・シフトおよび加算ブロック４５８に送られる。係
数選択ブロック４５０の出力は、加算器４２０に負帰還される。
【００２７】
以上、ダイナミック係数スケーリングを利用するＣＤＭＡ電力制御チャネル推定は、ＣＤ
ＭＡトラヒック・チャネル信号に含まれる電力制御インジケータを高速に復調する低コス
トな方法を提供する。ダイナミック係数スケーリングを利用するＣＤＭＡ電力制御チャネ
ル推定の特定の構成要素および機能について説明してきたが、本発明の真の精神および範
囲内で、さらに少ないあるいは追加の機能を当業者によって採用できる。本発明は、特許
請求の範囲によってのみ制限されるものである。
【００２８】
本出願は、 "Method and Apparatus for Demodulation and Power Control Bit Detection
 in a Spread Spectrum Communication System" という名称の、 Fuyun Lingらによって１
９９６年３月２９日に出願された米国特許出願第０８／６２４，３２９号の一部継続出願
である。この関連出願は本出願の譲受人に譲渡され、この参考として本明細書に完全に含
まれるものとする。
【図面の簡単な説明】
【図１】無線電話加入者ユニットを含むＤＳ－ＣＤＭＡ通信システムのブロック図である
。
【図２】図１に示す復調器のブロック図である。
【図３】図２に示すダイナミック係数スケーリングを有する無限インパルス応答（ＩＩＲ
： infinite-duration impulse response）フィルタのブロック図である。
【図４】図２に示すダイナミック係数スケーリングを有するＩＩＲフィルタの別の実施例
のブロック図である。
【符号の説明】
１００　ＤＳ－ＣＤＭＡ通信システム
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１０１　無線電話加入者ユニット
１０５　アンテナ
１１３　デュプレクサ
１１５　ＲＦフロント・エンド
１１６　アナログ／デジタル（Ａ／Ｄ）コンバータ
１１７　マイクロプロセッサ
１１９　デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
１２０　送信機
１２５　マイクロフォン
１３０　受信機
１４０　復調器
１５０　レーキ分岐相関器
１５２，１５４，１５６　フィンガ
１５５　復調器制御ユニット
１６０　シンボル・レート・プロセッサ
１６１　電力制御データ経路
１６３　ＲＳＳＩ経路
１６５　主データ経路
１７０　デコーダ
１８０　デジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）コンバータ
１８５　音声増幅器
１９０　スペクトル拡散基地局トランシーバ
１９５　アンテナ
２０２，２０４　ライン
２０５　スイッチ
２１０，２１５　遅延素子
２２０　アキュムレータ
２３０　二乗ブロック
２４０　通信チャネル推定フィルタ
２５０　単極ＩＩＦフィルタ
２７０　複素共役発生器
２８０　複素乗算器
２９０　実数成分抽出器
３２０　加算器
３５０　係数選択ブロック
３５２　２ - mスケーラ
３５４　マルチプレクサ
３５６　ＲＳＳＩ選択信号
３５８　ビット・シフトおよび加算ブロック
３６０　加算器
３７０　遅延ブロック
４２０　加算器
４５０　係数選択ブロック
４５２　２ - mスケーラ
４５４　マルチプレクサ
４５６　ＲＳＳＩ選択信号
４５８　ビット・シフトおよび加算ブロック
４７０　遅延ブロック
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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